
〜 事前に揃えておきたい物 〜

〜 心 構 え 〜

□ 人がネコに合わせる・・・縛られない動物(それが猫）人の思う通りには、なりません。

□ 叱ったり叩いたりしない・・・すれば嫌われるだけ。

□ 健康と安全に気をつける・・・飼い主の責任。守れるのは飼い主だけ。家族の一員。

□ されて困ることは工夫する・・・起きてしまったことは「自分の考えか甘かった」と思いましょう。

始めは落ち着かないのでケージに布をかぶせてストレスを
軽減したり、上下運動ができる段があるのもを使用しましょう。

おもちゃやトイレ砂等、
猫の好みに合わせましょう。

寝床は
ダンボールでも
オッケーです。

・生後4ヶ月頃までは、１日にパウチを３〜４回、

ドライフードは、別皿に入れて与えましょう。

・ドライフードは、1日置きっぱなしで大丈夫です。

・ドライフードを食べなくても成長と共に食べるよう

になるので焦らずに・・・。子猫の体重が増え

順調に成長することが大事です。

・ごはんは「総合栄養食」と記入されている

フード・缶詰を与えてください。

9：00 ごはん

トイレ掃除 ・ ケージ内掃除

12：00 ごはん

15：30 トイレ掃除

16：30 ごはん

〜 センターにおける飼養管理 〜

※夕方5時過ぎから翌日9時まで無人となるため

譲渡後は1日4回を目安に与えましょう。

例：①5：30 ②9：00 ③17：00 ④22：00

成長により食事の量を調整し、3ヶ月未満の場合は、毎日体重を計測し、排泄等もチェックしましょう。

子猫のうちはケガ防止の為登れなくしてもよい。
もしくは子猫用にスロープを付けてあげる



✓ 人に撫でられることにならす

✓ 安定した抱き方をする

基本的に猫は抱っこが苦手！抱っこによって不安定な状況で自由に動くことができなくなるからです。

猫の下半身をしつかり支え、体を密着させると安定して抱っこができます。体の一部を引っ張ったり、

強く抱きしめるのは嫌いになる原因になります。

 始めは膝に乗せるところから始める

 座った状態で抱っこしてみる

 猫が嫌がる前に降ろしてあげる

〜 抱っこ好きにするために 〜

撫でられるのは「きもちがいい！」と子猫に思わせましょう。

・人に触られることに慣れていない子猫が多いので、必ず毎日撫でてあげましょう。

・猫は気持ちがいいと「ゴロゴロ」と喉を鳴らします。その音にあなたも癒されるはずです。

・ゆっくりと猫の頭から耳の後ろ、喉元など撫でてあげましょう。

・体やお腹よりは、首周りや顔をゆっくり息を吐きながら触りましょう。

・手にじゃれてきたらその手を動かさずに手のひらを猫の身体に触れた状態で

手の温かさを子猫に伝えるだけでも十分です。

・子猫の気分はすぐに変わってしまうので、しつこく触らないようにして

嫌がる前に触るのをやめましょう。

〜 撫でられるのが大好きな猫に！ 〜

〜 爪 切 り 〜

✓ 飼い主が落ち着く(くつろぐ）

✓ 嫌がる前に猫を解放する

子猫の爪は、鋭く伸びるのが早いです。まだ小さすぎると爪の出し入れが

上手にできず、カーテンや服などに引っかかりやすくケガの原因になります。

1本でも伸びてきたなと思ったらこまめに切りましょう。猫用の爪切りで、

とがっている爪先を切ってあげます。 最初は2人組で行いましょう。

・ひとりが子猫を抱っこ → もう一人が爪を切る

抱っこしている人は、頭を撫でたり「ちゅーる」を与えたりして気をそらす。

※一度に全部切ろうと思わず、１・2本で嫌がる前にやめる。

ココでカット

子猫から飼育していても、毎日触ったり抱っこの経験をしないで成長すると
飼い主も触ることができない「家庭内野良猫になることも・・・

体力が有り余っている子猫の場合は、猫じゃらしなどで遊んだ後に抱っこして落ち着かせましょう。

新潟県動物愛護センター ☎ 0258－21－5501


